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　桜も満開のころを迎え、新入生のはつら
つとした顔を見るにつけ頼もしく思えま
す。図書館では今月も新刊書をたくさんそ
ろえて、皆さんのおいでをお待ちしており
ます。

新着図書案内
（図書館のホームページに多数の本をご案内し
ています）

◆一般書
□比丘尼茶碗 澤田ふじ子
□きいろいゾウ 西　加奈子
□殉愛 結城　五郎
□愛は、むずかしい 花村　萬月
□私自身の見えない徴 エイミー・ベンダー

＜こども映写会＞ 4F
　1日㈯　午後２時～３時
　「まんが世界むかし話39」
＜おはなしかい＞ 2F
　8日㈯　午前10時30分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜国際交流チャットサロン＞ 4F
　13日㈭、27日㈭　午後３時～５時
　講師  国際交流員 アラナ・クラウスさん
＜おはなしのへや＞ 2F
　15日㈯　午後３時～４時
　｢おはなしいっぱい｣
　講師　ショコラ
＜読書会＞ 3F
　22日㈯  午後１時30分～
　｢闇の燭台」　山本　道子 著
　講師　竹林萌子さん
＜おはなしのひろば＞ 2F
　22日㈯　午後３時～４時
　「えほん・かみしばい」など
　講師　たんぽぽの会
＊グループ研修 3Ｆ
・「平家物語を読む」会
　1日㈯　午前10時～
・「俳句研修」草樹萌の会
　15日㈯　午後１時～
・中国語サロン
　16日㈰　午後２時～
＊第17回市民ふれあい茶会　3F催事室
　9日㈰　午前10時～午後５時
＊第31回くらしの窓作品展
　3Ｆ催事室
　19日㈬～23日㈰
＊大型絵本と布絵本展　4F展示ケース
　1日㈯～30日㈰
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２月の貸出冊数
8,439冊

〈休館日〉
　３日、５日、10日、17日、24日、
　29日、５月１日、３～５日（祝祭日）

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
〈開館時間〉
　午前10時～午後6時
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。
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石坂静治先生碑

（石坂家の遺品）

富山県知事
（明治35～ 38年）

李
りのいえ

家　隆介の書


